
相鉄いずみ野線の加算運賃について

累　計 2022年度

　開業時設備投資額（A） 748億円 －

　支払利息、配当所要額の累計額（B） 519億円 2億円

　加算運賃収入累計額（C） 173億円 5億円

　基本運賃収入からの回収累計額（D） 47億円 0億円

　回収率（C＋D）/（A＋B）×100 17.4％ －

以上

　当該区間をご利用のお客様におかれましては、加算運賃のご負担について、引き続きご理解を賜りま
すようお願い申し上げます。

　現在、ゆめが丘駅周辺の「泉ゆめが丘地区土地区画整理事業」の一環として、「ゆめが丘大規模集客
施設」の建設工事が開始されており、2024年夏ごろの商業施設オープンが予定されております。また、
今後「泉ゆめが丘地区土地区画整理事業」のエリア内において、分譲・賃貸マンションの建設、駅周辺
の高架下空間の開発などが計画され、同線の輸送人員増加が見込まれることから、引き続き、お客様
のご利用状況に注視してまいりたいと考えております。

　相鉄いずみ野線につきましては、1976年に二俣川駅からいずみ野駅まで、1990年にいずみ野駅から
いずみ中央駅まで、さらに1999年にいずみ中央駅から湘南台駅まで、3期に分けて開業いたしました。

　新線建設に伴う設備投資額等の回収に充てるため、当該区間をご利用のお客様には、開業時より加
算運賃をいただいております。

　お客様には長期間に亘り加算運賃をご負担いただいているところでございますが、新型コロナウイル
ス感染症の影響が長期化し、鉄道利用者がコロナ禍前の水準まで回復しない状況が続いており、2022
年度決算時点において、開業時設備投資額、配当所要額、支払利息の回収率は17.4％となっておりま
す。（下表参照）



（別　紙）

相鉄いずみ野線の加算運賃について

普通
旅客運賃

通勤定期
（1ヶ月）

通学定期
（1ヶ月）

20円 430円 210円

40円 860円 440円

30円 640円 330円

※上記運賃は2019年10月1日からの運賃

【加算運賃に係る資本費コスト及び回収額】

（単位：百万円）

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度
2022年度まで

の累計額

A 74,763 74,763

B 989 877 154 158 158 51,912

C 560 549 400 435 453 17,307

D 166 63 0 0 0 4,741

16.1% 16.4% 16.7% 17.1% 17.4% 17.4%

　※(C+D) / (A+B) ×100

【鉄道事業収支】

（単位：百万円）

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

31,575 31,508 23,196 25,016 27,356

1,915 2,161 2,410 2,386 2,472

33,490 33,669 25,606 27,402 29,828

9,550 9,677 9,570 8,987 8,947

2,047 1,993 1,675 1,661 1,626

6,778 7,597 7,917 7,981 9,158

1,378 1,413 1,509 1,584 1,665

6,149 7,396 8,102 9,259 9,493

25,902 28,076 28,773 29,472 30,889

7,588 5,593 ▲ 3,167 ▲ 2,070 ▲ 1,060

237 173 136 177 115

582 554 569 606 626

7,243 5,212 ▲ 3,600 ▲ 2,499 ▲ 1,571

2,666 1,951 ▲ 1,059 ▲ 1,109 ▲ 13

4,577 3,262 ▲ 2,541 ▲ 1,391 ▲ 1,558

2,450 2,450 0 0 0

2,127 812 ▲ 2,541 ▲ 1,391 ▲ 1,558

全線 31,015 30,894 22,648 24,405 26,677

加算区間 2,419 2,410 1,835 1,980 2,136

比率 7.8% 7.8% 8.1% 8.1% 8.0%

加算区間に係る按分額（鉄道事業最終損益×基本運賃収入割合（損失の場合は０））

基本運賃収入からの回収額 166 63 0 0 0
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最終損益

運賃設定時期

1999年3月

1990年4月

1976年4月
（1） 二俣川～いずみ中央間

加算運賃収入

基本運賃収入からの回収額

年度末累計額による回収率 ※

6kmを超え9kmまで

6kmまで

（2） いずみ中央～湘南台間

年　　度

設備投資額　　　    

支払利息・配当所要額



相鉄新横浜線の加算運賃について

累　計 2022年度

　開業時設備投資額（A） 151億円 －

　施設使用料、支払利息、配当所要額の累計額（B） 42億円 16億円

　加算運賃収入累計額（C） 6億円 2億円

　基本運賃収入からの回収累計額（D）  0億円  0億円

　回収率（C＋D）/（A＋B）×100 3.2％ －

以上

　相鉄新横浜線につきましては、2019年に西谷駅から羽沢横浜国大駅まで、2023年に羽沢横浜国大駅から
新横浜駅まで、2期に分けて開業いたしました。

　新線建設に伴う設備投資額や施設使用料等の回収に充てるため、当該区間をご利用のお客様には、開業
時より加算運賃をいただいておりますが、開業後間もないことに加え、新型コロナウイルス感染症の影響が
長期化し、鉄道利用者がコロナ禍前の水準まで回復しない状況が続いており、2022年度決算時点におい
て、開業時設備投資額、施設使用料、配当所要額、支払利息の回収率は、3.2％となっております。（下表参
照）

　2023年3月の相鉄・東急直通線（羽沢横浜国大駅～新横浜駅間）の開業により、建設に伴う設備投資額や
施設使用料等が増加していることから、当該区間をご利用のお客様におかれましては、加算運賃のご負担
について、引き続きご理解を賜りますようお願い申し上げます。



（別　紙）

相鉄新横浜線の加算運賃について

普通
旅客運賃

通勤定期
（1ヶ月）

通学定期
（1ヶ月）

30円 1,160円 440円

40円 1,520円 580円

※羽沢横浜国大～新横浜間は2023年3月18日開業

【加算運賃に係る資本費コスト及び回収額】

（単位：百万円）

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度
2022年度まで

の累計額

A 15,110 15,110

B 430 966 1,247 1,585 4,228

C 65 149 175 226 615

D 4 0 0 0 4

1.2% 3.3% 5.0% 3.2% 3.2%

　※(C+D) / (A+B) ×100

【鉄道事業収支】

（単位：百万円）

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

31,508 23,196 25,016 27,356

2,161 2,410 2,386 2,472

33,669 25,606 27,402 29,828

9,677 9,570 8,987 8,947

1,993 1,675 1,661 1,626

7,597 7,917 7,981 9,158

1,413 1,509 1,584 1,665

7,396 8,102 9,259 9,493

28,076 28,773 29,472 30,889

5,593 ▲ 3,167 ▲ 2,070 ▲ 1,060

173 136 177 115

554 569 606 626

5,212 ▲ 3,600 ▲ 2,499 ▲ 1,571

1,951 ▲ 1,059 ▲ 1,109 ▲ 13

3,262 ▲ 2,541 ▲ 1,391 ▲ 1,558

2,450 0 0 0

812 ▲ 2,541 ▲ 1,391 ▲ 1,558

全線 30,894 22,648 24,405 26,677

加算区間 142 308 360 484

比率 0.5% 1.4% 1.5% 1.8%

加算区間に係る按分額（鉄道事業最終損益×基本運賃収入割合（損失の場合は０））

基本運賃収入からの回収額 4 0 0 0
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